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上野の図書館―『夢見る帝国図書館』によせて

あの人の蔵書　堀田両平コレクション

国立国会図書館で働いてます
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就任のごあいさつ

国 立 国 会 図 書 館 長　  吉 永　 元 信

兵庫県芦屋市出身。
早稲田大学政治経済学部政治学科卒。
昭和48（1973）年4月　国立国会図書館入館。
平成18（2006）年4月　総務部長。
平成19（2007）年12月　副館長（平成23（2011）年3月退任）。
平成23（2011）年9月から令和2（2020）年3月まで信州豊南短期大学教授。
【趣味】
義太夫、端唄、三味線
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こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で
、
第
17
代
国
立
国

会
図
書
館
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
吉
永
元
信
で

す
。
こ
れ
ま
で
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
国
立
国

会
図
書
館
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
臨
時
休
館
等
に
よ
り
、

利
用
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
１
９
９
０
年
代
か
ら
「
電
子
図
書
館
」
と
い
う
言

葉
が
頻
繁
に
語
ら
れ
、
平
成
10（
１
９
９
８
）年
に
策

定
さ
れ
た
「
国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
構
想
」

で
は
、「
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
と

い
う
時
間
と
空
間
に
制
約
さ
れ
な
い
新
し
い
図
書

館
像
が
う
た
わ
れ
ま
し
た
。
私
が
副
館
長
を
つ
と

め
た
平
成
20（
２
０
０
８
）年
前
後
に
は
、G

oogle 

Books

の
衝
撃
も
あ
り
、
当
館
で
も
大
規
模
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
を
行
う
な
ど
、
そ
の
国
の
文
化
財
で
あ

る
資
料
は
国
立
図
書
館
が
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
、
と
い

う
動
き
が
世
界
的
に
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。当
時
は
、

将
来
的
に
は
す
べ
て
の
資
料
・
情
報
が
電
子
で
流
通

す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
紙
と

電
子
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

速
度
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
劣
り
ま
す

が
、
図
書
館
に
は
図
書
館
の
大
切
な
責
務
が
あ
り
ま

す
。
資
料
や
情
報
を
収
集
し
、
正
確
な
典
拠
を
つ
け

る
こ
と
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
適
切
な
検
索

手
段
を
用
意
す
る
こ
と
、
そ
し
て
特
に
国
立
図
書
館

は
そ
れ
ら
を
そ
の
時
代
の
知
的
文
化
財
と
し
て
未
来

永
劫
永
久
に
保
存
し
、
残
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　　
以
前
、
ト
ル
コ
に
旅
行
し
、
エ
フ
ェ
ソ
ス
と
い
う

都
市
で
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
ケ
ル
ス
ス
図
書
館
の
壮

大
な
遺
跡
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
古
代
ロ
ー

マ
と
近
代
以
降
で
は
図
書
館
の
位
置
づ
け
は
違
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
古
代
の
時
代
か
ら
、
資
料
を
収

集
・
保
存
し
、
情
報
を
流
通
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た

人
間
の
強
い
意
志
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
こ

の
状
況
下
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
進
展
、
近
代

的
市
民
の
良
識
、
さ
ら
に
は
日
本
の
民
主
社
会
の
在

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
緊
急
時
、

図
書
館
は
議
論
の
俎
上
に
上
が
り
に
く
い
も
の
で
す

が
、
じ
つ
は
国
民
の
知
識
の
土
台
、
よ
り
ど
こ
ろ
を

問
う
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
収
集
し
た
資
料
や

情
報
は
国
会
議
員
や
国
民
の
知
的
情
報
基
盤
と
し
て

寄
与
す
る
、
そ
の
こ
と
が
、
国
立
国
会
図
書
館
法
前

文
に
あ
る
「
真
理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
」、「
日

本
の
民
主
化
と
世
界
平
和
」
に
つ
な
が
る
も
の
だ
、

と
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　　
国
立
国
会
図
書
館
が
そ
の
よ
う
な
役
割
を
十
全
に

果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
当
館
だ
け
で
な
く
、
国

内
外
の
図
書
館
、
そ
し
て
博
物
館
や
文
書
館
と
い
っ

た
他
機
関
と
も
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、
よ
り
高

い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
職
員
の
育
成

を
進
め
る
と
と
も
に
外
部
の
専
門
家
の
協
力
を
仰
ぐ

こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
か
よ
う
に
情
報
環
境
が
移
り
変
わ
る
中
、
国
会
の

図
書
館
と
し
て
、ま
た
唯
一
の
国
立
図
書
館
と
し
て
、

次
世
代
の
一
層
の
発
展
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
全
て
の

職
員
と
と
も
に
、
誠
心
誠
意
、
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た

職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。
重
ね
て
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542911/12
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『ヴァイオリン独習自在　速成簡易』
―憧れの西洋楽器、ヴァイオリンを弾きたい―
齊 藤 史

国立国会図書館の蔵書から

　

現
在
の
日
本
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
演

奏
す
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
？　

正
確
に
数
え
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
例
え
ば

２
０
２
０
年
現
在
、
東
京
だ
け
で
プ
ロ
、
ア
マ

チ
ュ
ア
合
わ
せ
て
５
０
０
を
超
え
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
存
在
し
ま
す（

１
）。
こ
れ
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

関
与
す
る
奏
者
の
数
を
考
え
る
だ
け
で
も
、
国
内

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
愛
好
者
の
多
さ
を
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
日
本
に
入
っ
て
き
た

の
は
、
開
国
直
後
の
江
戸
末
期
の
こ
と
で
し
た
。

初
め
て
日
本
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
弾
か
れ
た
の
は

文
久
３（
１
８
６
３
）年
、
横
浜
の
外
国
人
居
留
地 

に
お
い
て
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
場
に
日
本
人
が
い

た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
ほ
ん
の
１
５
０
年
程
前
の
日
本
人
に

と
っ
て
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
見
知
ら
ぬ
異
国
の

不
思
議
な
楽
器
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
異
国
の
楽
器
が

徐
々
に
日
本
に
な
じ
ん
で
い
く
過
程
で
出
版
さ
れ

た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
則
本
『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
習

自
在　

速
成
簡
易
』
で
す
。
明
治
41（
１
９
０
８
）

年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
本
を
開
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
目
に
付
く
の
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
曲

の
多
く
が
日
本
の
曲
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
並
ぶ

の
は「
君
が
代
」「
紀
元
節
」「
長
唄
越
後
獅
子
」「
か

つ
ぽ
れ
」「
鉄
道
唱
歌
」な
ど
、当
時
の
市
井
の
人
々

今 月 の 一 冊

ヴァイオリン独習自在　速成簡易
町田桜園 著　盛林堂　明 41.7　126p ; 15×22cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854715（モノクロ画像）

表紙。ヴァイオリンの弓と駒を配置したデザイン。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854715
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に
な
じ
み
深
か
っ
た
で
あ
ろ
う
楽
曲
の
数
々
。
曲

に
よ
っ
て
は
歌
詞
も
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
曲
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

伴
奏
で
歌
う
こ
と
も
想
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
次
に
気
が
付
く
の
は
、
教
則
本
で
あ
り

な
が
ら
五
線
譜
を
用
い
た
楽
曲
表
記
が
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。「
イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ
ト
」
の
７
音 

は
１
～
７
の
数
字
に
置
き
換
え
ら
れ
、
音
の
長
短

（上）ト長調の運指の説明。「イロハニホヘト」を
1～7の数字に置き換え、音の長短は独自の記号
で表している。弦の名前は「イロハニホヘト」を使っ
ている（ＥＡＤＧ⇒ホイニト）。

（中）音名表記と音の長短を説明する頁の一部。
（下）ト長調の楽曲の一つとして取り上げられてい

る「鉄道唱歌」（部分）。現在のヴァイオリン奏者
にはむしろ難解な表記であろうか。
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は
独
自
の
記
号
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
１
～

７
の
数
字
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
上
の
左
手
の
運
指
に

対
応
さ
せ
た
数
字
譜
で
楽
曲
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
は
、
こ
の
本
が
西
洋
音

楽
や
楽
譜
に
な
じ
み
が
な
い
人
々
を
想
定
し
て
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

同
様
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
教
則
本
や
、
邦
楽
曲

を
集
め
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
楽
譜
は
、
明
治
30
年
代

後
半
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
か
な
り
の
数
の
刊
行

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
に
一

般
の
人
々
の
間
で
起
こ
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
流

行
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
そ
の
流
行
と
は
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
で
邦
楽
曲
を
奏
で
る
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

を
箏
や
尺
八
な
ど
の
和
楽
器
と
と
も
に
合
奏
す

る
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
三
味
線
の
代
用
と
し
着
物

で
座
っ
て
演
奏
す
る
な
ど
と
い
っ
た
、ま
さ
に「
和

洋
折
衷
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
し
た
。
本
書
の
は

し
が
き
に
よ
る
と
、
作
者
で
あ
る
町
田
桜
園
も
も

と
も
と
は
邦
楽
の
専
門
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
す（

２
）。

　

江
戸
末
期
に
日
本
に
入
っ
て
き
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
は
、
明
治
の
文
明
開
化
の
流
れ
、
学
校
で
の
唱

歌
教
育（

３
）な
ど
を
通
し
て
一
般
の
人
々
に
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
お
り
し
も
国
産
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
が
安
く
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
あ
い

ま
っ
て
、
明
治
後
期
に
は
こ
の
よ
う
な
気
の
置
け

な
い
楽
し
み
方
を
す
る
楽
器
と
し
て
人
々
の
間
で

人
気
を
博
し
た
の
で
す
。

福島琢郎 著『ヴァイオリン独習の友』十字屋楽器店　
明 43.4　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854717（モ
ノクロ画像）
同時期に刊行されたヴァイオリン教則本から、「演奏
者の姿勢」の図。着物袴姿の女性が座ってヴァイオリ
ンを構えている。この教則本には「琴三絃尺八と合奏
の折の心得」など、明確に和楽器と合奏することを想
定した解説もある。

町田桜園（久） 編『ヴァイオリン楽譜　
第十三編』盛林堂　明 40-42<請求
記号 特 67-229>
町田桜園はこの教則本の他にもヴァ
イオリンの楽譜や教則本を複数刊行
している。これは長唄「桃太郎」の
楽譜の表紙。この楽譜は五線譜で
表記され歌詞も付記されている。

三田音楽院同窓会 編『春雨と三十三間堂　ヴァイオリン二部聯奏』
星野文星堂　明 42.6　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/902690

（モノクロ画像）
同じく、この時期に刊行されたヴァイオリン楽譜の表紙。着物姿の
女性二人が持つ楽器は三味線であり、ヴァイオリンが三味線の代
用として使われたことをわかりやすく示している。

明治末期に刊行されたヴァイオリン教則本

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854717
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/902690
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1 プロのオーケストラに関しては日本オーケストラ連盟のホームページ
（https://www.orchestra.or.jp/）、アマチュアのオーケストラに関しては、

オケ専（https://okesen.snacle.jp/）を参照。ただし、どちらのサイトも
国内に存在する音楽団体すべてを網羅しているわけではない。ヴァイオ
リン演奏人口については以下のレファレンス事例も参考のこと。
https://crd.ndl.go.jp/reference/modules/d3ndlcrdentry/index.
php?page=ref_view&id=1000165004
2 町田桜園（本名町田久）（？～昭和3（1928）年）。国立国会図書館には、
彼の手による箏の教則本、長唄の全集なども所蔵されている。
3 文部省は当初、学校における唱歌の教育に用いる楽器としてオルガン
とヴァイオリンを使用することを試みた。唱歌教育に定着したのはオル
ガンの方だったが、オルガンに比べて安価な国産ヴァイオリンは学校以
外の場にも広まった。
4 文部省が日本に音楽教育を根付かせるため明治12（1879）年に設立し
た音楽教育機関である音楽取調掛と、その後身である東京音楽学校（の
ちの東京藝術大学音楽学部）において、ヴァイオリンを含めた音楽の教
育を受けている。

○参考文献
松本善三 著『提琴有情　日本のヴァイオリン音楽史』レッスンの友社　
1995.11<請求記号 KD263-G10>
堀 内 敬 三 著『 音 楽 明 治 百 年 史 』 音 楽 之 友 社　1968<請 求 記 号 
762.1-H679o2>
安久津太一、筒石賢昭山「明治時代における邦楽と洋楽の音楽指導
の関わり　中尾都山に見る尺八とヴァイオリン楽譜出版の経緯とその
背景」『東京学芸大学紀要　芸術・スポーツ科学系　Bulletin of Tokyo 
Gakugei University』65:2013.10　東京学芸大学<請求記号 Z11-284>
塩津洋子「明治期関西ヴァイオリン事情」『音楽研究　大阪音楽大学
音 楽博 物 館 年 報 』20:2004-10　 大 阪 音 楽 大 学　https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/10313726
高橋美雪「明治期のヴァイオリン　そのイメージと日本特有の受容の諸
相」『一橋研究』25(4) (通号130) 2001.1　一橋研究編集委員会<請求記
号 Z22-94>

　

も
ち
ろ
ん
、
同
時
期
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
王

道
の
流
儀
で
導
入
し
よ
う
と
す
る
流
れ
が
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、例
え
ば
作
家
幸
田
露
伴
の
妹
、

幸
田
延
と
安
藤
幸
は
西
洋
式
の
音
楽
教
育
を
受
け

た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す（
４
）。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
教
育
は
一
部
エ
リ
ー

ト
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
多
く
の
市
井
の
人
々

に
と
っ
て
は
身
近
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
西
洋
の
文
化
に
は
憧
れ
が
あ
る
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
美
し
い
音
に
も
惹
か
れ
る
、
し
か
し
西
洋

の
曲
に
は
な
じ
み
が
な
い
と
い
う
人
々
は
、
身
近

な
日
本
の
楽
曲
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
引
き
寄
せ
る

こ
と
で
、
新
し
い
文
化
を
楽
し
も
う
と
し
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
と
て
も
自
然
で
柔
軟
な
文
化
の

受
け
入
れ
方
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

こ
の
和
洋
折
衷
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
流
行
は
、

新
鮮
味
が
薄
れ
た
こ
と
、
西
洋
音
楽
が
一
般
的
に

な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
大
正
期
に
な

る
と
次
第
に
収
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
教
育
も
段
々
と
西
洋
式
へ
と
寄
っ
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
明
治
の
一
時
期
に
起
こ
っ
た
こ

の
流
行
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
一
般
の
人
々
に
な

じ
み
の
あ
る
も
の
と
し
た
と
い
う
点
で
、
現
在
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
隆
盛
に
通
じ
る
大
き
な
文
化
的

下
地
を
作
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（右）口絵でヴァイオリンの各部を
説明している。

（下）目次の一部。「君が代」や「紀
元節」など邦楽曲が並ぶ。

https://www.orchestra.or.jp/
https://okesen.snacle.jp/
https://crd.ndl.go.jp/reference/modules/d3ndlcrdentry/index.php?page=ref_view&id=1000165004
https://crd.ndl.go.jp/reference/modules/d3ndlcrdentry/index.php?page=ref_view&id=1000165004
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10313726
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10313726


上
野
の
図
書
館

　
―
『
夢
見
る
帝
国
図
書
館
』
に
よ
せ
て

　昨年、帝国図書館など上野の図書館を影の

主人公とした小説『夢見る帝国図書館』（中

島京子著）が話題となりました。本特集では、

『夢見る帝国図書館』を参照しながら、帝国

図書館の建物、上野の図書館に通った文豪た

ち、そしてそれらの図書館から国立国会図書

館に引き継がれた文書を紹介します。
『夢見る帝国図書館』中島京

子 著　文藝春秋　2019.5 <
請求記号 KH971-M4160>



　国立国会図書館には二つの源流があります。一

つは帝国議会貴族院・衆議院の図書館です。

　もう一つの源流である上野の図書館の系譜は、

明治 5（1872）年に開設された文部省所管の書

籍館にさかのぼります。『夢見る帝国図書館』で

述べられている通り、所管が文部省になったり東

京府になったり、博物館と合併したりと、紆余曲

折を経て、名前も場所も変遷しました。上野に移

転したのは明治 18（1885）年、帝国図書館となっ

たのは明治 30（1897）年のことです。

上野の図書館の系譜

書籍館

東京書籍館

東京府書籍館

東京図書館

帝国図書館

国立図書館

国立国会図書館
支部上野図書館

明治5（1872）年

明治 8（1875）年

明治 10（1877）年

明治 13（1880）年

明治 30（1897）年

昭和 22（1947）年

昭和 24（1949）年

湯島聖堂の大成殿にて

上野に移転

現在の建物を新築

明治 18（1885）年

明治 39（1906）年

国立国会図書館
国際子ども図書館

平成12（2000）年

上から、湯島の大成殿、上野に移転した東京図書館、
明治 39（1906）年新築時の帝国図書館。
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増築後の写真

写真で見る帝国図書館

文部省所管の東京図書館は、公共図書館として機能していました

が、全国規模の図書館設立が求められていました。東京図書館長

であった田中稲城の尽力により、明治 29（1896）年、「帝国図

書館ヲ設立スルノ建議案」が帝国議会で可決、明治 32（1899）年、

上野公園内音楽学校敷地にある空地に建設されることになりまし

た。三期にわたる建築計画が立てられ、予算は各期 50万円でし

たが、日清戦争後の極東情勢緊迫のため第一期工事は 32万円に

抑えられました。その後、昭和 2（1927）年から昭和 4（1929）

年まで増築工事が行われましたが、予定の三分の一も完成せず、

「未完の図書館」のままとなりました。

支部上野図書館として老朽化が進んでいた建物を、日本ではじめての国

立の児童書専門図書館「国際子ども図書館」とすることになり、建築家・

安藤忠雄氏の参画を得て、改築が行われました。平成 12(2000）年に昭

和期部分を、平成 14（2002）年に明治期部分を改築し、開館しました。

現在は「レンガ棟」と呼んでいます。平成 27（2015）年には新たに弓

状の建物「アーチ棟」を建築しました。

国際子ども図書館レンガ棟

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
建
物
は
、
ベ
ー
ジ
ュ
と
明
る
い
グ
レ
ー
の

化
粧
煉
瓦
を
フ
ラ
ン
ス
積
み
に
し
た
三
階
建
て
で
、

美
し
い
草
色
の
銅
板
屋
根
が
載
っ
て
お
り
、
緩
い
ア
ー
チ
を

て
っぺ
ん
に
つ
け
た
大
き
な
窓
が
つ
い
て
い
る
。

国際子ども図書館アーチ棟

詩人土井晩翠が、夭逝した長男土井英
一の遺言により設置した小泉八雲記念
碑。台上の銅像は小倉右一郎作「蜜」
です（p.23 の関係文書もご覧ください）。

本来はこの図面にあるとおり、「口」字型の建物となる予定
でした。 実際には図面の上部、本来であれば建物の側面
になるはずだった部分のみの建築となりました。
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1 階

★

★

昭和 4～ 20 年頃の写真。車寄せで入館を待

つ人々。

玄関

書棚には金網が貼ってあり、利用者は職員

に申し出て資料を利用していました。

閲覧室
（昭和 30 ～ 40 年頃）

「
前
は
地
下
に
食
堂
が
あ
っ
た
の
。ミ
キ
ヤ
さ
ん
て
言
っ
た
か
な
。

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
と
か
親
子
丼
な
ん
か
、
お
い
し
か
っ
た
の
よ
。

そ
れ
か
ら
床
屋
さ
ん
も
あ
っ
て
さ
。」

★

★

子どものへや

エントランス

帝国図書館・

支部上野図書館

時代

現在



昭和 4～ 20年頃の写真。和装に腕時

計をしています。戦前はほとんどの図

書館で女性専用の部屋や席が設けられ

ていました。

婦人閲覧室

明治 39 ～昭和 4年の写真。大きな漆喰の

柱が印象的です。昭和の増築後は図書出納

室となりました。

特別閲覧室

調べものの部屋

児童書ギャラリー

★

★

2 階

★

★
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明治 39～昭和 4年の写真。昭和後期には内装に剥離が

あるなど危険だっため、使われていませんでした。
普通閲覧室
（戦前）

「
こ
っ
ち
に
図
書
室
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
。
あ
ら
ま
あ
、

こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
な
ん
だ
か
違
う
ね
え
。」

★
★

★
★

閲覧室（戦後）

本のミュージアム

ホール

3 階

昭和 30～ 40年頃の写真。男女が同席しています。

また、現在は無い暖房器具用のパイプが目につきます。

昭和期の照明を再現しました。

扉は現在も書庫に通じる扉と

して残っています。
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おすとあく

書庫

ラウンジ

あ
た
ち
は　

お
い
ち
ゃ
ん
の

り
ゅっ
く
さ
っ
く
の
な
か
へ　

は
いっ
て

いっ
し
ょ
に　

と
し
ょ
か
ん
に

か
よ
い
ま
す
。

よ
る
に
な
る
と　

と
し
ょ
か
ん
の
ひ
と
は

み
ん
な　

い
え
に　

か
え
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も　

あ
た
ち
と　

お
い
ち
ゃ
ん
は　

ち
が
い
ま
す
。

よ
る
の　

と
し
ょ
か
ん
に　

ね
と
ま
り
を
す
る
の
で
す
。

右は、現在は撤去された貨物用エレベーター

の設備。地階から8層までの数字が見えます。

斜体は『夢見る帝国図書館』からの引用です。
参考：
第 125 回常設展示 帝国図書館の誕生
https://rnavi.ndl.go.jp/kaleido/entry/jousetsu125.php
国際子ども図書館ホームページ「建物の紹介」
https://www.kodomo.go.jp/about/building/index.html

屋外壁を屋内化し、レンガを間近で

見られるようにしました。

階段前室の扉には「おす登あ

く」と書いてあります。西洋

式の扉に慣れていない人への

案内でした。
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上野の図書館に来た文豪、
読んだ本

　

一
葉
の
日
記
に
は
、
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年

か
ら
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
に
か
け
て
、
頻
繁

に
上
野
の
図
書
館

（東
京
図
書
館
）
へ
通
う

記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
き
に

は
、
お
灸
を
す
え
て
か
ら
図
書
館
に
向
か
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

小
説
の
「た
ね
さ
が
し
」
の
た
め
も
あ
り
、

読
ん
だ
本
は
、漢
詩
や

「太
平
記
」
か
ら

『哲

学
界
雑
誌
』
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

な
お
、
「い
と
狭
き
所
」
と
は
婦
人
閲
覧
室
を

指
し
ま
す
。
一
葉
が
通
っ
た
明
治
20
年
代
、

女
性
の
利
用
者
は
少
数
で
し
た
。

（1872-1896）歌人、小説家。明治 25（1892）
年に発表した『うもれ木』が出世作となるが、
明治 29（1896）年、肺結核で死去。小説『に
ごりえ』『たけくらべ』などのほか、日記も
残した。

図
書
館
は
例
之
い
と
狭
き
所
へ
を
し
入
ら
る
ゝ
な
れ
ば
、
さ
こ

そ
暑
さ
も
た
え
が
た
か
ら
め
と
お
も
ひ
し
に
、
軒
高
く
窓
大

き
な
れ
ば
に
や
、
吹
か
よ
ふ
か
ぜ
そ
ろゞ
寒
き
ま
で
な
る
、
い

と
嬉
し
。	

　
　

	

　
　

―
明
治
２
４
年
８
月
８
日

多
く
の
男
子
の
中
に
交
り
て
、書
名
を
か
き
、号
を
し
ら
べ
な
ど
し
て
も
て
行
に
、

「
こ
れ
は
違
ひ
ぬ
。
今
一
度
書
直
し
こ
」
な
ど
い
わ
る
れ
ば
、
お
も
て
暑
く

成
て
身
も
ふ
る
へつ
べ
し
。	

	

　
　

―
明
治
２
４
年
８
月
８
日

『
花
月
草
紙
』
に
ね
ぶ
り
を
さ
ま
し
て
、『
月
な
み
消
息
』
の
流
暢
な
る
を

う
ら
や
ま
し
う
お
も
ふ
も
か
ひ
な
し
。	

―
明
治
２
４
年
９
月
２
６
日

樋口一葉

文豪たちが残した日記や随筆には、上野や湯島の図書館での思い出が多

数残されています。ここでは、その引用のほか、文豪たちが読んだと記

している本について、実際に手にとって読んだかもしれないものを、上

野の図書館の旧蔵書（現在は国立国会図書館の蔵書）から、推定しました。

『月次消息』橘千蔭 著　日新館　明 18.10
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/866305（ モ ノ ク ロ
画像）
江戸中期から後期にかけての国学者、加藤（橘）千蔭
による往来物（手紙の文例集）。当館所蔵本には東京
図書館の蔵書印がある。なお本書は、千蔭と同じ賀茂
真淵門下の鵜殿余野子が執筆し、千蔭が清書したとも
言われている。

『花月草紙　6 巻』[ 松平定信 著 ]　[18--]< 請求記
号 144-88>
江戸時代の随筆。定信が老中を致仕した後、寛政
8（1796）年以降の成立とみられる。当館所蔵本
には東京府書籍館の蔵書印がある。

See also…
「文人たちの手にした洋書　翻訳の底本になった帝国
図書館蔵書」（『国立国会図書館月報』 630（2013 年 9
月）号）、「乱歩と活動写真　リサーチの場としての帝

国図書館 」（同上 698（2019 年 6 月）号）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/866305


子
供
の
時
聖
堂
の
図
書
館
へ
通
つ
て
、
徂
徠
の
蘐
園
十
筆
を
無
暗
に
写
し
取
つ

た
昔
を
、
生
涯
に
た
一ゞ
度
繰
り
返
し
得
た
様
な
心
持
が
起
つ
て
来
る
。

―
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』

一つ
写
し
二
つ
写
し
て
『
燕
石
十
種
』
本
六
十
冊
の
中
、
二
三
十
冊
も
写
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
図
書
館
で
始
め
て
幸
田
露
伴
君
に
遇
っ
て
、
交
を
結
ん
だ
の
で
す
。	

―
「
耽
奇
談
」

私
は
毎
日
行
く
ん
で
す
。
す
る
と
淡
島
が
や
は
り
毎
日
来
て
る
。

あ
の
人
に
は
綽
名
が
つ
い
て
ゐ
て
、
燕
石
十
種
先
生
つ
て
。

―
「
幸
田
露
伴
氏
に
物
を
訊
く
座
談
会
」

夏目漱石
（1867-1916）小説家、英文学者。代表作に『坊

ちゃん』『三四郎』『それから』『こゝろ』『明
暗』など。近代日本の代表的作家とされる。

（1859-1926）小説家、俳人、好事家。
江戸文学、なかでも井原西鶴の研究、
紹介につとめ、明治の文壇に影響を
与えた。

（1867-1947）小説家、随筆家、考証家。
小説に『風流仏』『五重塔』、史伝に『運
命』など。

幸田露伴 淡島寒月

　

漱
石
は
子
ど
も
の
頃
「聖
堂
の
図
書
館
」
（東

京
図
書
館
）
に
通
って
、
荻
生
徂
徠
の
『蘐け

ん

園
十
筆
』
を
写
し
取
った
こ
と
が
あ
った
そ
う

で
す
。
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
の
修
善
寺
の
大

患
の
あ
と
、
送
ら
れ
て
き
た
漢
籍
を
筆
写
し

な
が
ら
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
子
ど
も
時
代

の
「無
邪
気
な
努
力
」
が
病
身
に
は

「非
常

な
幸
福
」
に
感
じ
ら
れ
る
、と
記
し
て
い
ま
す
。

　

寒
月
が

「燕
石
十
種
先
生
」
と
い

う
あ
だ
名
が
つ
く
ほ
ど
日
々
筆
写
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
『
燕
石

十
種
』
の
な
か
に

『
戯
作
者
六
家

撰
』、
特
に
、
山
東
京
伝
や
式
亭
三

馬
な
ど
の
名
前
を
見
出
し
た
か
ら
で

し
た
。
そ
う
し
て
東
京
図
書
館
に
毎

日
通
う
う
ち
、
幸
田
露
伴
ら
と
知

り
合
い
、
井
原
西
鶴
の
作
品
を
紹
介

す
る
な
ど
親
交
を
結
び
ま
し
た
。

『燕石十種　6 輯』達磨屋活東子 編　岩
本蛙麿 補　[18--] [ 写 ]< 請求記号 わ 081-
10>
文久 3（1863）年に成立。「燕石」は玉に
似た石、まがいものの意味である。江戸
時代の興味深い風俗書を集大成した叢書。

『蘐園十筆』巻 2-8, 10 [ 荻生徂徠 著 ]　[1---] [ 写 ]< 請求記号 142-12>
江戸中期の儒学者である徂徠による随筆。蘐園は徂徠の号。当館所
蔵本には東京書籍館の蔵書印がある。
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私
は
、
卒
業
後
東
京
へ
出
て
来
る
と
、
着
京
の
翌
日
直
ぐ

上
野
図
書
館
へ
行
つ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
無
尽
蔵
な
蔵
書

を
見
て
、
大
歓
喜
の
情
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

―
「
半
自
叙
伝
」

菊池寛

　

自
分
く
ら
い
図
書
館
に
通
った
男
は

な
い
だ
ろ
う
、
そ
う
豪
語
す
る
菊
池

寛
が
、
明
治
41
（
１
９
０
８
）
年
４
月
、

上
京
し
て
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
上

野
の
帝
国
図
書
館
で
し
た
。
勝
手
の

わ
か
ら
な
い
東
京
で
、
図
書
館
だ
け

は
勝
手
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
た

と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
菊
池
が
読
ん
だ
本
に

『演

芸
画
報
』
が
あ
り
ま
す
。
二
代
目

市
川
左
団
次
を
贔
屓
に
し
て
い
た
と

の
こ
と
。
一
高

（
第
一
高
等
学
校
）

の
ク
ラ
ス
で
は
劇
通
の
一
人
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
菊
池
に
は
、
帝
国
図
書
館

の
下
足
番
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
短
編

『出
世
』
が
あ
り
ま
す
。

（1888-1948）小説家、劇作家。雑誌『文芸春秋』
を創刊。小説に『真珠夫人』『恩讐の彼方に』、
戯曲に『父帰る』など。

『演芸画報』明治 43（1910）年 10 月
号　演芸画報社 < 請求記号 雑 35-55>
明治 40（1907）年に創刊された演劇雑
誌。歌舞伎を中心に、毎月東西の各劇
場の舞台写真や劇評などの記事を掲載
し、演劇総合誌として親しまれた。右
上画像は二代目市川左団次。

こ
ん
な
に
高
い
天
井
の
下
に
坐
る
の
は
生
ま
れ

て
始
め
て
だ
と
し
み
じ
み
思
っ
た
。
そ
う
し

て
何
と
も
い
え
な
い
幸
福
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

（
中
略
）
こ
れ
ら
の
本
の
厚
ぼ
っ
た
い
紙
か
ら

発
散
し
て
く
る
匂
い
は
、
何
と
も
言
え
ず
香

ぐ
わ
し
い
、
快
い
匂
い
で
あ
っ
た
。

―
「
半
世
紀
前
の
東
京
」

　

和
辻
哲
郎
が
上
京
し
た
の
は
、
帝
国
図
書
館
の
新
館
が
開
館
し

た
十
日
ほ
ど
後
で
す
。
新
築
直
後
の
帝
国
図
書
館
に
鮮
烈
な
印

象
を
抱
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
見
た
い
と
思
い
な
が
ら
見
る
こ
と
の

で
き
な
か
った
い
ろ
い
ろ
な
本
、
と
り
わ
け
19
世
紀
英
国
の
詩
人
の

本
を
次
々
と
借
り
出
し
て
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
の
発
す
る
香
り
ま
で

堪
能
し
ま
し
た
。

（1889-1960）哲学者、倫理学者。京都帝国
大学・東京帝国大学教授。著作に『ニイチェ
研究』『倫理学』『古寺巡礼』『風土』など。

『自叙伝の試み』24-27　和辻哲郎 著　［1959］自筆
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2532432
『中央公論』昭和34（1959）年5-8月号の直筆原稿。照夫人により寄贈。
※和辻が読んだ本ではありませんが、当館では直筆原稿を所蔵しているので紹介します。

和辻哲郎
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大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
に
発
表
さ
れ
た

『ハ
ツ

サ
ン
・
カ
ン
の
妖
術
』
は
、
帝
国
図
書
館
で

同
じ
目
録
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
を
ひ
こ
う
と
し
た

こ
と
か
ら
、
主
人
公
が
あ
る
イ
ン
ド
人
と
知
り

合
う
話
で
す
。
最
後
は
そ
の
イ
ン
ド
人
の
導

き
で
魔
術
世
界
に
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
終

わ
り
ま
す
。
静
謐
な
帝
国
図
書
館
は
、
摩

訶
不
思
議
な
世
界
へ
の
き
っか
け
で
し
た
。

（1892-1927）小説家。代表作に『羅生門』『河
童』『奉教人の死』など。昭和 2（1927）年
36 歳で自殺。

白
い
柔
か
い
雲
の
塊
が
、
巍
然
と
し
て
聳
え
立
つ
図
書
館
の
三
階
の
屋

根
の
上
を
、
緩
く
絶
え
間
な
く
越
え
て
行
く
の
で
あ
つ
た
。

―
『
ハ
ツ
サ
ン
・
カ
ン
の
妖
術
』

（1886-1965）小説家。代表作に
『春琴抄』『細雪』など。

（1896-1933）詩人、童話作家。大正 13（1924）
年に詩集『春と修羅』、童話集『注文の多い
料理店』を自費出版。農民指導にも尽くした。
代表作に『風の又三郎』『銀河鉄道の夜』など。

谷崎潤一郎

芥川龍之介

　

『
ハ
ツ
サ
ン
・
カ
ン
の
妖
術
』
は
、
３
年
後
、

芥
川
に
よ
って

『魔
術
』
と
い
う
作
品
に
潤
色

さ
れ
ま
し
た
。
「あ
る
友
人
の
紹
介
で
ミ
ス
ラ

君
と
交
際
し
て
い
ま
し
た
」
と
書
か
れ
た

「友

人
」
は
谷
崎
を
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
谷

崎
と
芥
川
は
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
、
文
学
論
争

を
戦
わ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
芥

川
の
自
伝
的
小
説

『
大
導
寺
信
輔
の
半
生
』

に
も
帝
国
図
書
館
が
登
場
し
ま
す
。

宮澤賢治

彼
は
帝
国
図
書
館
の
与
え
た
第
一の
感
銘
を
も
覚
え
て
い

る
。

―
高
い
天
井
に
対
す
る
恐
怖
を
、
大
き
い
窓
に
対

す
る
恐
怖
を
、
無
数
の
椅
子
を
埋
め
尽
し
た
無
数
の
人
々

に
対
す
る
恐
怖
を
。
が
、
恐
怖
は
幸
い
に
も
二
三
度
通
う

う
ち
に
消
滅
し
た
。
彼
は
た
ち
ま
ち
閲
覧
室
に
、
鉄
の
階

段
に
、
カ
タ
ロ
オ
グ
の
箱
に
、
地
下
の
食
堂
に
親
し
み
出
し

た
。	

	

―
『
大
導
寺
信
輔
の
半
生
』

　

「
図
書
館
幻
想
」
と

「〔
わ
れ
は
ダ
ル
ケ
を

名
乗
れ
る
も
の
と
〕」
に
、
帝
国
図
書
館
が
登

場
し
ま
す
。
大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
こ
ろ
、
賢

治
は
上
京
し
帝
国
図
書
館
を
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
ダ
ル
ケ
が
誰
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
り
ま
す
。
ダ
ル
ケ
と
の
冷
や
や
か
な
別

れ
が
、
が
ら
ん
と
し
た
帝
国
図
書
館
を
舞
台

と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

わ
れ
は
ダ
ル
ケ
を
名
乗
れ
る
も
の
と

つ
め
た
く
最
後
の
わ
か
れ
を
交
は
し

閲
覧
室
の
三
階
よ
り
、

白
き
砂
を
は
る
か
に
た
ど
る
こ
ゝ
ち
に
て

そ
の
地
下
室
に
下
り
来
り

―
「〔
わ
れ
は
ダ
ル
ケ
を
名
乗
れ
る
も
の
と
〕」

室
の
中
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
つ
め
た
く
、
せ
い
の
低

い
ダ
ル
ゲ
が
手
を
額
に
か
ざ
し
て
そ
こ
の
巨
き

な
窓
か
ら
西
の
そ
ら
を
じ
っ
と
眺
め
て
ゐ
た
。

―
「
図
書
館
幻
想
」
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宮本百合子

　

宮
本
百
合
子
は
、
女
学
生
の
頃
か
ら
帝
国

図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
古
地
図
や

江
戸
風
俗
の
本
か
ら
、
精
神
病
学
の
本
ま
で
、

様
々
な
本
を
読
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

戦
後
に
ま
た
訪
れ
た
と
き
の
印
象
は
特
徴

的
で
す
。戦

争
は
そ
の
結
果
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
変
化
を

も
た
ら
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
役
人
く
さ

い
図
書
館
が
、
や
っ
と
世
間
な
み
に
、
男
女

共
通
の
閲
覧
室
を
も
つ
決
心
を
し
た
と
い
う

こ
と
に
は
一
種
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。

―
「
図
書
館
」

（1899-1951）小説家。プロレタリア文学の
作家として、弾圧を受けながらも執筆活動
を続け、戦後は民主主義文学運動で活躍し
た。代表作に『伸子』『播州平野』『道標』など。

『 慶 長 年 間 江 戸 図 考 』 梅 龍 園 主 人［ 著 ］　［18--］ ［ 写 ］　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533242
地図の内容は慶長 13（1608）年ごろのもの。ただし、実
測によると思われる正確さ、門を頭とする屋敷主名の記
入法などからみて、後世の復元図との見方が有力である。

何
ん
だ
か
と
て
も
す
べ
て
の
感
触
が
ラ
フ
で
陰
惨
で
し
た
。

（
中
略
）
図
書
館
へ
行
つ
た
頃
を
思
ふ
と
、
い
ろ
〳
〵
な
つ

か
し
く
泪
ぐ
ま
れ
る
や
う
な
思
出
ば
か
り
で
す
。

―
「
図
書
館
の
こ
と
」 （1896-1973）小説家。キリスト教的な理想

主義や女性的な叙情で女性読者に広く受け
入れられた。小説『地の果てまで』『良人（おっ
と）の貞操』『鬼火』など。

　

紅
葉
全
集
を
読
破
す
べ
く
勇
ん
で
来
館
し
た
も
の

の
、
出
入
り
口
は
薄
暗
く
て
重
苦
し
く
、
職
員
は

官
僚
的
、
本
を
借
り
出
す
際
は
お
裁
き
を
受
け
る

人
民
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
な
ど
、
あ
ま
り
良

い
印
象
は
持
て
な
か
った
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
そ
れ

も
ま
た
懐
か
し
い
思
い
出
に
な
った
よ
う
で
す
。

『紅葉全集　第 1 巻』
尾崎紅葉 著　博文館　
明 37　https://dl.ndl.
g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/886305（モノク
ロ画像）

吉屋信子

■引用の出典　●樋口一葉：「蓬生日記　一」「無題」『全集樋口一葉　3　
日 記 編 』 小 学 館　1996.11< KH134-G1> ● 夏 目 漱 石：「 思 ひ 出 す 事 な ど　
六」『定本漱石全集　第 12 巻 小品』岩波書店　2017.9< KH884-L2309 >
●淡島寒月：「耽奇談」『梵雲庵雑話』紅野敏郎 解説　平凡社　2009.9< 
KH811-L3531> ●幸田露伴：「幸田露伴氏に物を訊く座談会」『露伴全集　
第 41 巻（別冊）』岩波書店　1980.1< KH275-3> ●菊池寛：「半自叙伝」『菊
池寛全集　第 23 巻』高松市菊池寛記念館　1995.12< KH261-E4> ●和辻哲
郎：「自叙伝の試み」『和辻哲郎全集　第 18 巻』安倍能成［ほか］ 編　岩波
書店　1990.10<HA144-E3> ●谷崎潤一郎：「ハツサン・カンの妖術」『谷
崎潤一郎全集 第 5 巻』中央公論新社　2016.10< KH934-L2347> ●芥川龍
之介：「大導寺信輪の半生」『芥川竜之介全集　第 8 巻』角川書店　1968< 
918.6-A414a2-k> ●宮澤賢治：「図書館幻想」『< 新 > 校本宮沢賢治全集　
第 12 巻』宮沢清六［ほか］編纂　筑摩書房　1995.11< KH361-E15>；「〔わ
れはダルケを名乗れるものと〕」『< 新 > 校本宮沢賢治全集　第 7 巻』宮沢
清六［ほか］編纂　筑摩書房　1995.8< KH361-E15> ●吉屋信子：「図書館
のこと」『処女読本』健文社　1936.5< KH747-E215> ●宮本百合子：「図書館」

『宮本百合子全集　第 16 巻』新日本出版社　2002.1<KH359-H6>
■参考文献　●全体：高橋和子「作家と図書館（一） ―作品に描かれた図
書館像―」『相模国文』第 2 号　1975.2< Z13-2080> ●樋口一葉：「につ記」

『全集樋口一葉』3　日記編　小学館　1996.11 <KH134-G1>、高橋和子「樋
口一葉と上野図書館―一葉日記を通して―」『相模国文』第 19 号　1992.3< 
Z13-2080>、高野奈未「鵜殿余野子『月なみ消息』考」『賀茂真淵の研究』
青簡舎　2016.2< HA22-L3> ●夏目漱石、淡島寒月、幸田露伴：渋川驍「夏
目漱石と帝国図書館」『読書春秋』6 巻 1 号　春秋会　1955.1<Z21-155>
●菊池寛：「図書館」『菊池寛全集　第 14 巻』中央公論社　昭和 13<732-
91>、高橋和子「菊池寛の図書館体験」『相模国文』第 18 号　1991.3< Z13-
2080> ●宮本百合子：「日記 1」『宮本百合子全集　第 26 巻』新日本出版社　
2003.6< KH359-H7>、高橋和子「宮本百合子と図書館」『相模国文』第 7 号　
1980.3< Z13-2080>、宮崎真紀子「戦前期の図書館における婦人室について 
―読書する女性を図書館はどう迎えたか― 」『図書館界』53 巻 4 号（通号
301）　日本図書館研究会　2001.11< Z21-131>
■肖像の出典　●樋口一葉、夏目漱石、芥川龍之介：電子展示会「近代日
本人の肖像」　https://www.ndl.go.jp/portrait/index.html ●淡島寒月：『寒
月余影』阿部採果 編　平沢勘吉　昭和 2< 213-601> ●幸田露伴：『現代随
想全集 第 29 巻（幸田露伴、森鴎外、夏目漱石集）』創元社　1954< 914.6-
G295> ●菊池寛：『菊池寛全集 第 1 卷』改造社　昭和 6< 913.6-Ki154k6>
●和辻哲郎：『読売グラフ』446 号　読売新聞社　1955.11<Z051.4-Y1> ●
谷崎潤一郎：『神童』須原啓興社　大正 5　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/906115/4（モノクロ画像）●宮沢賢治：『宮沢賢治全集 第 2 巻（詩 坤巻）』
高村光太郎 等編　十字屋書店　昭和 15< 670-19 イ > ●吉屋信子：『現代長
篇名作全集　第 7（吉屋信子集）』日本文芸家協会 編　大日本雄弁会講談社
1953<913.608-G297-N> ●宮本百合子：『昭和文学全集 第 8（宮本百合子集）』
角川書店　1953< 918.6-Sy961>　※ <　> は当館請求記号
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文書で紐解く上野の図書館
―デジタルコレクションで見る帝国図書館文書

国立国会図書館には、「上野の図書館」の歴史を知るための記録が引き継がれています。設計図、統計

等から、疎開や震災、検閲に関する記録等、帝国図書館が国立国会図書館に至るまでの歴史を紐解く

貴重な資料です。当館では、順次デジタル化を進め、2020 年 3月に国立国会図書館デジタルコレクショ

ン（https://dl.ndl.go.jp/）で、約 200 点の提供を開始しました。ここでは、その中から特徴のある

資料をご紹介します。文書の中に生き続ける、帝国図書館の面影を感じていただければと思います。

統計

　

分
野
別
の
閲
覧
数
、
職
業
別
・
居
住
地

別
の
来
館
者
数
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で

す
。
こ
こ
か
ら
一
日
の
平
均
来
館
者
数
を
計

算
し
て
み
る
と
明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
の
「新

館
」
へ
の
移
転
前
は
約
４
０
０
人
、
移
転
後

は
６
０
０
人
を
超
え
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
『
帝
国
図
書
館
年
報

摘
要

（
１
）

』
に
は
、
新
館
は
同
時
に
３
０
０
人
が

入
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
記
述
も
あ
り
、
ス
ペ
ー

ス
不
足
の
悩
み
も
や
や
改
善
で
き
た
よ
う
で

す
。

『最多数閲覧図書、職業、宿所分類表』
帝国図書館　明治 37年 12月 - 明治 39年 11月＜
請求記号　帝文 -671 ＞

職業、宿所分類表　明治 39 年 5 月31 日
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447431/97
学校名、職業名、居住地が詳細に記録されています。学生の利
用が 65%もあり、とても多かったことが分かります。

明治三十八年九月中閲覧人事故表
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447431/77
“事故” についての記録も1 枚だけ綴じられています。閲覧証の紛失、
偽名での利用、書籍への落書きなどが若干名。閲覧室での居眠りで
361 件、お喋りで 302 件の注意があったようです。
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明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
に
文
部
省
所
管
で

成
立
し
た
書
籍
館
は
、
翌
年
に
は
太
政
官
正

院
博
覧
会
事
務
局
と
合
併
し
ま
し
た
。
明
治

８
（
１
８
７
５
）
年
に
再
び
文
部
省
の
所
管
と

な
り
、
東
京
書
籍
館
と
改
称
し
、
文
部
省
か

ら
の
交
付
本
に
よ
って
再
開
し
ま
し
た
。
そ
の

際
の
蔵
書
は
、
洋
書
が
過
半
数
を
占
め
、
利

用
者
が
望
む
和
漢
書
は
乏
し
い
状
態
で
し
た
。

そ
こ
で
、
明
治
８
年
か
ら
９
（
１
８
７
６
）
年

に
か
け
て
、
各
府
県
所
有
の
旧
藩
襲
蔵
書
の

交
付
を
受
け
て
、
蔵
書
の
基
幹
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
今
に
引
き
継
が
れ
、
国
立
国
会
図

書
館
の
和
漢
書
の
基
盤
と
な
って
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
そ
の
う
ち
明
治
９
年
分
の
交
付
簿
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

藩校から

茨城県の例
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447374/115
茨城県からは旧水戸藩の藩校である弘道館の蔵書等が差し出されまし
た。目録には、現在も当館蔵書として伝わる『文昌堂銭譜』等の書名
が見られます。 

『和漢書籍交付書類』
東京書籍館　明治 9年 1月＜請求記号　帝文 -611 ＞

（参考）『文昌堂銭譜 5 巻』
青山延于 編　写 < 請求記号 ほ
-48>
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/2533116/3
左上から時計回りに、東京書籍館
の蔵書印、弘道館の蔵書印、「明
治九年文部省交付」の印が見られ
ます。

堺県2の例
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447374/149
交付に当たっては、梱包中に脱落があり欠本のケースがあったようです。
この文書からは、東京書籍館が文部省を介して必要に応じて県に対し
て照会を行っていたことがわかります。
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帝
国
図
書
館
か
ら
戦
後
の
上
野
図
書
館
ま

で
の
フ
ロ
ア
ご
と
の
図
面
や
周
辺
図
等
が
綴
じ

ら
れ
た
文
書
類
で
す
。

　

帝
国
図
書
館
の
建
築
計
画
は
三
期
に
分
か

れ
、
東
洋
一
の
図
書
館
を
目
指
し
た
壮
大
な

「全
設
計
平
面
図

（
３
）

」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
日
露
戦
争
に
よ
る
財
政
難
で
、
第
一

期

（明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
）
に
は
そ
の
四
分

の
一
、
第
二
期

（昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
）
で

も
三
分
の
一
ま
で
し
か
で
き
あ
が
ら
ず
、
建

物
は
未
完
の
ま
ま
と
な
り
ま
し
た
。

『帝国図書館平面図』
[帝国図書館 ]　＜請求記号　帝文 -47 ＞

「帝国図書館増築平面図」（縮尺六百分の一）のうち一階部分
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447353/21
この文書で特に興味深いのは「帝国図書館増築平面図」と題されたもので、
ロの字型をした「全設計平面図」（p.9）とは異なり、中央にも部屋がある、「帝
国図書館設立案 4」 収録の図面に近い形です。広い書庫、閲覧室、講堂、陳
列室等を備え、事務スペースも充実した、夢の図書館が目に浮かびます。
いつ書かれたものかは不明ですが、1 階部分に書き足された赤い線は、第二
期工事での増築後の形を示しているようです。

「帝国図書館平面図」（縮尺六百分の一）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447353/25
周辺図では、東京音楽学校・東京美術学校（現在の東京芸術大学）
に重なる形で、「将来増築サルベキ建物」として、帝国図書館が示
されています。

平面図

東京音楽学校

東京美術学校

帝国図書館
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出
版
法
規
に
よ
り
発
売
頒
布
が
禁
止
さ
れ

た
図
書
に
つ
い
て
の
通
知
を
綴
った
も
の
で
す
。

通
知
に
は
禁
止
図
書
の
リ
ス
ト
が
添
付
さ
れ

て
お
り
、
処
分
を
受
け
た
本
の
全
容
が
わ
か

り
ま
す
。
大
逆
事
件
の
検
挙
が
始
ま
った
明

治
43
（
１
９
１
０
）
年
か
ら
昭
和
の
戦
中
期
ま
で

存
在
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
明
治

期
の
通
知
の
ほ
か
に
、
『夢
見
る
帝
国
図
書
館
』

に
登
場
す
る
、
太
平
洋
戦
争
の
始
ま
った
昭

和
16
（
１
９
４
１
）
年
の
通
知
等
も
所
蔵
し
て
い

ま
す
。

検閲 『出版物検閲通牒綴』
[帝国図書館 ]　明治 43年 -45 年＜請求記号　帝文
-1311 ＞

明治 43 年 8 月5 日付け文書
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447515/9 　※館内限定公開
帝国図書館が、蔵書の中から社会主義に関する図書の目録を作成して
文部省に上申し、文部省から、学者は良いが一般公衆には閲覧させな
いようにという指示が出たことがうかがえる文書です。 明治 44 年 6 月30 日現在「禁止出版物」

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447515/131　※館内限定公開
「社会主義及破壊思想ヲ帯ヒタルモノ」として、処分を受けた出版物の
リストです。片山潜、幸徳伝次郎（秋水）等の社会主義者や、劇作家
の小山内薫の名が見られます。
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明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
の
文
部
省
設
置
か

ら
、
支
部
上
野
図
書
館
開
館
80
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
し
た
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
頃

ま
で
の
年
表
の
稿
本
で
す
。
資
料
の
抜
書
き
の

た
め
か
順
不
同
で
、
未
完
の
よ
う
で
す
。

　

現
在
も
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
前
庭
に
建
つ

「
小
泉
八
雲
先
生
記
念
碑
」
（
ｐ
．
９
）
の
記
録

で
す
。
こ
の
記
念
碑
は
、詩
人
土
井
晩
翠
（林
吉
）

が
、
夭
逝
し
た
長
男
土
井
英
一
の
遺
言
に
よ
り

建
て
た
も
の
で
、
欧
米
へ
の
日
本
紹
介
に
貢
献
し

た
小
泉
八
雲

（ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
を
顕

彰
す
る
も
の
で
す
。
松
本
喜
一
館
長
が
、
晩
翠

に
英
語
を
習
い
、
八
雲
の
講
義
を
受
け
て
い
た
縁

も
あ
り
、
そ
の
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。
文
書
に

は
、除
幕
式
の
記
念
冊
子
と
そ
の
原
稿
、絵
葉
書
、

関
連
記
事
等
が
綴
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

年表
記念碑

『上野図書館沿革史料集』
[国立国会図書館支部上野図書館 ]
[ 昭和 27年頃 ] ＜請求記号　帝文
-35 ＞

戦時下の臨時措置
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447349/108
空襲警報発令の場合は直ちに閲覧事務を停止す
るなどの措置を定めたこと（昭和 18 年 9 月2 日）、
開館時間を短縮したこと（昭和 20 年 2 月1 日（左
画像）、3月15日、6月1日）などが記されています。
状況が厳しくなる中でしたが臨時休館はせず、閲
覧・参考業務は続けられました。

『小泉八雲碑関係資料』
帝国図書館　昭和 10年
＜請求記号　帝文 -709 ＞

「小泉八雲先生建碑記念」絵葉書（昭
和 10 年 6 月）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/11447464/15　※館内限定公開

土井晩翠挨拶文の原稿
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447464/29　※館内限定公開
記念冊子によれば、除幕式の最後には土井晩翠があいさつしたとあり、
その原稿が残されています。実現に向けて奔走する晩翠の姿、関係者
への感謝の気持ちが伝わってきます。

1 『 帝 国 図 書 館 年 報 摘 要　 明 治 39 年 度 』https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/897121/3（モノクロ画像）

2 明治時代初期に置かれた県。大阪府に併合されて現在に至る。

3 『 帝 国 図 書 館 概 覧 』 に 収 録。https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1907914/7

4 『 帝 国 図 書 館 設 立 案 』 に 収 録。https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/11286069/9

○参考文献
『上野図書館八十年略史』国立国会図書館支部上野図書館　1953<
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求記号 Z21-130>

『 台 東 区 史　 社 会 文 化 編 』 東 京 都 台 東 区　1966< 請 求 記 号 
213.6-To458t4-(s)>
大滝則忠「戦前期出版警察法制下の図書館　その閲覧禁止本につ
いての歴史的素描」『参考書誌研究』(2)　1971.1　https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/3050851/1
石黒宗吉「上野図書館　その栄光と苦渋の一世紀」『国立国会図書
館月報』132 号　1972.3< 請求記号 Z21-146>
西村正守「上野図書館掲示板今昔記　その 6　非常時下のこと」『国
立国会図書館月報』141 号　1972.12< 請求記号 Z21-146>
佐野力、西村正守「東京書籍館における旧藩蔵書の収集」『図書館
研究シリーズ』15　1973.2< 請求記号 Z21-127>
西村正守「刻む百年の歩み　上野図書館文書」『参考書誌研究』(12)　
1976.3　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3050996/1
大滝則忠、土屋恵司「帝国図書館文書にみる戦前期出版警察法
制の一側面」『参考書誌研究』(12)　1976.3　https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/3050998/1
国立国会図書館 編『国立国会図書館三十年史』国立国会図書館　
1979.3 < 請求記号 UL214-7>
能勢信二「国立図書館の原点を探る―上野図書館建設の道のり」『国
立国会図書館月報』320 号　1987.11< 請求記号 Z21-146>
国立国会図書館百科編集委員会 編『国立国会図書館百科』出版
ニュース社　1989.9< 請求記号 UL214-E6>

「特集 上野図書館」『国立国会図書館月報』427 号　1996.10< 請求
記号 Z21-146>

『国際子ども図書館事業記録集 明治の煉瓦建築「旧帝国図書館」
の保存と再生』国土交通省関東地方整備局営繕部　2002.3< 請求
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堀
田
両
平
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

堀ほ
っ
た田
良り
ょ
う
へ
い
平
の
履
歴

　　

堀
田
良
平
（
１
９
１
３
‐
１
９
８
９
）
は
、

名
古
屋
で
明
治
12
（
１
８
７
９
）
年
に
創
業
さ
れ
た

堀
田
時
計
店
（
現
・
株
式
会
社
ホ
ッ
タ
）
の
４

代
目
社
長
で
す
。
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
に
家
業

の
時
計
卸
・
小
売
商
を
継
承
し
ま
す
が
、
昭
和

13
（
１
９
３
８
）
年
に
応
召
の
た
め
一
時
休
業
、
復

員
後
の
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
に
妻
の
実
家
の
２

階
を
借
り
て
再
建
し
た
堀
田
良
平
商
店
が
、
翌

年
堀
田
時
計
店
と
な
り
、現
在
の
株
式
会
社
ホ
ッ

タ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
品
不
足
の
中
、

小
さ
な
時
計
卸
商
か
ら
家
業
を
再
興
し
、
時
計

と
宝
石
の
大
手
商
社
を
築
き
上
げ
た
堀
田
良
平

を
、
現
在
の
社
長
は
、
も
う
一
人
の
創
業
者
と

紹
介
し
て
い
ま
す（
１
）。

　

な
お
、
本
名
は
「
良
平
」
で
す
が
、
昭
和
26

（
１
９
５
１
）
年
か
ら
は
、ほ
と
ん
ど
の
場
面
で
「
両

平
」
を
使
い
ま
し
た
。
堀
田
良
平
の
父
堀
田
六

造
と
親
し
い
日
本
画
家
の
伊
東
深
水
が
、「
両
平
」

の
方
が
字
画
が
よ
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
か
ら

と
の
こ
と
で
す
。
当
館
で
は
「
堀
田
両
平
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
い
ま
す
が
、著
書
に
は
「
堀

田
良
平
」の
も
の
も
あ
り
ま
す
。こ
の
記
事
で
は
、

個
人
名
は
「
堀
田
良
平
」、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
「
堀

田
両
平
」
で
表
記
し
ま
す
。

堀
田
両
平
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要

　　

堀
田
良
平
は
、
時
計
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、

時
計
や
暦
に
関
連
し
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
蒐
集

家
と
し
て
も
有
名
で
、
全
米
時
計
蒐
集
家
協

会
（
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
の
日
本
支
部
の
事
務
局
長

も
務
め
ま
し
た
。
そ
の
膨
大
な
収
集
成
果
の
う

ち
、
書
籍
や
文
書
等
約
６
，０
０
０
点
が
昭
和
62

（
１
９
８
７
）
年
に
本
人
に
よ
り
国
立
国
会
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
、堀
田
両
平
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
出
版
さ
れ
た
資
料
は

も
ち
ろ
ん
、以
下
の
よ
う
な
、保
存
さ
れ
に
く
い
、

も
し
か
し
た
ら
当
館
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
も

の
も
多
数
含
ま
れ
ま
す
。

・
時
計
の
保
証
書

・�

時
計
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
紙
ナ
プ
キ
ン
、
コ
ー

ス
タ
ー

・
時
計
が
当
た
る
抽
選
券

・
時
計
販
売
マ
ニ
ュ
ア
ル

・�

銀
行
が
新
社
会
人
に
配
布
し
た
時
間
に
関
す

る
小
冊
子�

　

こ
の
他
、
時
計
や
暦
が
題
材
と
な
っ
て
い
る

浮
世
絵
や
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
取
り
扱
う
よ

う
に
な
っ
た
宝
石
に
関
す
る
資
料
も
、
そ
れ
だ

け
で
一
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
べ
る
ほ
ど
充

実
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
暦
と
時
計
に
絞
っ

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

あの人の蔵書
第3回

河
合 

将
彦

See also...
「寄贈二話―古暦・天文、時計及び宝石関係資料の２大コレクション」
(『国立国会図書館月報』319（1987 年 10 月）号 )

「トラスト王のコレクション・カタログ」（同上 645（2014 年 12 月）号）
「海を渡った錦絵カレンダー―川俣絹布整練株式会社明治四十三年

カレンダー」（同上 681（2018 年 1 月）号）
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引札暦

公文書

内務省時計・掛秤送達書　明治 8 年 10
月24日< 請求記号 VF6-S-162>

明治三十七甲辰年略暦 < 請求記号 VF6-F8-17>

明治 37（1904）年辰年の、京都の旅館の引札暦で
す。龍がデザインされたインパクトの強い一枚で、縦が
約 50cm あります。赤が旧暦、黒が新暦です。コレクショ
ンには、同じ印刷発行人（大阪の野村冨三郎）、同じ
図柄で商店の名前だけが違うものもあり、印刷所が共
通デザインを作り広告主を入れ替えて作製していたと思
われます。

明治三十八巳年略暦 < 請求記号 VF6-F9-48>

福島県の醸造会社の引札暦です。日露戦争真っ最中に印刷されました。相撲に見立てており、力士
姿の日本がロシアを倒しています。西洋の人物には 、小さく「佛」「英」などと国名が書かれ、行司
はアメリカです。

　

引
札
暦
と
は
、
商
店
が
配
っ
て
い
た
広
告
（
引

札
）
の
う
ち
、
暦
が
入
っ
た
も
の
で
す
。
江
戸

時
代
は
、
暦
師
が
天
文
方
の
許
可
を
得
て
略
暦

（
よ
く
使
う
部
分
を
抜
粋
し
た
も
の
）
を
発
行
し

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
16
（
１
８
８
３
）
年
に
略
暦

の
作
成
が
自
由
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
暦
と
幕

末
か
ら
流
行
し
て
い
た
引
札
を
合
わ
せ
た
引
札

暦
が
多
数
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
年
間
貼
ら
れ
る
た
め
、
広
告
効
果
も
高

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
暦
が
全
面
の
も
の
も
あ

れ
ば
、
暦
は
ご
く
小
さ
く
絵
が
大
半
の
も
の
も

あ
り
、
そ
の
絵
も
、
縁
起
の
い
い
も
の
、
歴
史

上
の
人
物
、時
事
の
も
の
ま
で
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
ま
す
。
現
代
で
も
、
企
業
が
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
り
、
得
意
先
に
配
布
す
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
原
形
と
い
え
ま
す
。

堀
田
両
平
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
約
５
６
０
種
類�

の
引
札
暦
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
10
月
に
、
当
時
の
駅
逓

頭
（
郵
便
事
業
を
統
括
す
る
駅
逓
寮
の
長
）
で

「
郵
便
制
度
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
る
前
島
密
の
名

前
で
、
大
久
保
一
翁
東
京
府
知
事
に
対
し
て
出

さ
れ
た
文
書
で
す
。
時
計
と
秤
を
郵
便
局
に
渡

す
と
い
う
も
の
で
、
当
時
駅
逓
寮
が
属
し
て
い

た
内
務
省
の
罫
紙
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
郵
便

制
度
は
当
初
か
ら
速
さ
を
重
視
し
て
い
た
た
め
、

西
洋
時
計
が
必
需
品
で
あ
り
、明
治
６
（
１
８
７
３
）

年
か
ら
各
地
の
郵
便
局
に
交
付
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。�

ま
だ
時
計
が
珍
し
か
っ
た
た
め
、
明
治

７
（
１
８
７
４
）
年
６
月
25
日
に
通
達
さ
れ
た
用
法

書
に
は
、「
長
針
短
針
共
ニ
十
二
ノ
文
字
ノ
上
ニ

重
ヲ
十
二
時
ト
心
得
」
と
い
っ
た
使
い
方
が
書

か
れ
て
い
ま
す�

。



　
「
時
」
展
覧
会
は
、
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
に

東
京
教
育
博
物
館�（
国
立
科
学
博
物
館
の
前
身
）

で
開
催
さ
れ
た
「
時
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧

会
で
す
。
中
心
と
な
っ
た
生
活
改
善
同
盟
会
は
、

生
活
の
洋
式
化
や
合
理
化
を
推
進
す
る
た
め
、

同
年
に
文
部
省
の
外
郭
団
体
と
し
て
作
ら
れ
、

出
版
物
の
発
行
や
展
覧
会
の
開
催
等
の
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
規
約
で
は
、
生
活
改
善
の
た
め

に
実
行
す
る
項
目
の
最
初
に
「
時
間
ヲ
正
確
ニ

守
ル
コ
ト
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�「
時
」

展
覧
会
に
は
、
各
種
の
時
計
の
展
示
や
研
究
発

表
等
、
数
十
団
体
が
出
展
し
、
43
日
間
で
22
万

人
が
訪
れ
、
会
期
中
に
６
月
10
日
が
「
時
の
記

念
日
」
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
「
時
の

記
念
日
」
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
、
こ
の
記
事

も
、
時
の
記
念
日
１
０
０
周
年
に
合
わ
せ
て
企

画
し
ま
し
た
。

「時」展覧会

誌上時展覧会　南光社　1920< 請求記号 VF6-177>

評判のよかった「時」展覧会を記録する目的で、また展覧会に行けない地方の
人の要望もあり、展示を記録した冊子が作られました。暦の歴史や標準時の説明
から、偉人の没年、大阪府立岸和田中学校出品「食物の胃中に滞在する時間図」

（生卵は 1 時間半、半熟卵は 3 時間、ビフテキは 4 時間）、東京府立第一高
等女学校出品「婦人一生の結髪時間」（4431 時間 42 分半）、生活改善同盟
会出品「内外芝居見物の比較」（日本の芝居は長すぎるとの主張） といったことま
で、バラエティーに富んだ本となっています。

「時」童謡唱歌集　女学生画報社　1920< 請求記号 VF6-P-81>

大盛況だった「時」展覧会は、清水谷高等女学校の同窓会である清友会
主催の「時」博覧会として、大阪に巡回しました。この際、時に関する童謡
の歌詞が募集され、1,100 通以上もの応募がありました。一等は「お日さん、
お日さん、いま何時。影が一尺、いま一時。一時になつたら何が鳴る。町の
工場の汽笛（ふえ）が鳴る。」。入選作には音楽教育者の永井幸次の曲が
付されました。佳作となった田淵巌の「金より尊い」は、「尊い宝」として全
国で歌われ、平成 28（2016）年には『幻の「時の記念日の歌」』として「尊
い宝」を再現するイベントも行われました 2。



27 国立国会図書館月報 710 号 2020.6

　

キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
は
、
昭
和
２
（
１
９
２
７
）

年
11
月
に
フ
レ
ー
ベ
ル
館
よ
り
創
刊
さ
れ
た
保

育
雑
誌
で
す
。
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
の
幼
稚

園
令
で
加
え
ら
れ
た
保
育
項
目「
観
察
」に
沿
っ

て
「
観
察
絵
本
」
と
し
て
作
ら
れ
、
幼
稚
園
へ

の
直
接
販
売
方
式
を
と
り
ま
し
た
。「
ト
ケ
イ
」

の
号
で
は
、
時
計
の
種
類
、
時
間
と
生
活
、
日

本
と
イ
ギ
リ
ス
の
時
差
と
い
っ
た
内
容
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
表
紙
は
清
水
良
雄
画
。
市
川
赳

夫
画
に
よ
る
「
セ
カ
イ
イ
チ
ノ
オ
ホ
ド
ケ
イ
」

は
、
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
に
営
業
を
開
始
し

た
上
野
の
駅
ビ
ル�

「
地
下
鉄
ス
ト
ア
」
を
描
い

た
も
の
で
、
こ
の
時
計
は
直
径
が
20
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
し
た
。

　

品し
な
ぶ触
れ
は
、
警
察
が
紛
失
品
や
盗
難
品
を
探

す
た
め
に
古
物
商
に
出
す
通
知
の
こ
と
で
す
。

現
在
も
古
物
営
業
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
通

知
に
書
か
れ
た
品
物
を
発
見
し
た
場
合
は
警
察

に
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
品

触
れ
は
明
治
17
（
１
８
８
４
）
年
に
大
阪
府
警
か
ら

出
さ
れ
た
も
の
で
、「
羽
織
の
部
」「
帷
子
の
部
」

等
に
続
き
「
時と
け
い斗
の
部
」
が
あ
り
、「
銀
側
時
斗　

但
片
硝
子
（
フ
ア
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ド
）
蝶
印
番
号

２
０
３
９
４　

大
キ
サ
一
寸
八
分
程
中
蓋
硝
子

裏
蓋
七
々
子
」
と
い
っ
た
詳
細
が
載
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
明
治
時
代
に
は
、「
と
け
い
」
の
漢

字
表
記
は
、「
時
斗
」
の
ほ
か
に
も
、「
土
計
」「
斗

鶏
」「
自
鳴
鐘
」�

等
多
数
あ
り
ま
し
た
。

キンダーブック

品触れ

キンダーブック 第 5 輯第 2 編「トケイ」　日本玩具研究会 編　フレーベル
館　1932< 請求記号 VF6-P-387>

品触　質商の部　第四号　1884< 請求記号 VF6-F27>
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■堀田両平コレクションの利用について

　大半の資料は、国立国会図書館東京本館の図書別室で利用できます。
和図書や文書類は国立国会図書館オンラインでは検索できないため、図書
別室に備え付けのカード目録及び「時計の文献目録」「とけいとこよみの錦
絵目録」のファイルをご確認ください。洋図書は、国立国会図書館オンライ
ンで分類に「VF６」と入力すると検索できます。
　浮世絵を中心とする江戸期以前の資料は、古典籍資料室で所蔵していま
す。国立国会図書館オンラインでキーワードに「堀田両平氏寄贈」と入力す
ると検索できます。一部はデジタル化されてインターネットで閲覧できます。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
一
つ
の
時
計
メ
ー

カ
ー
が
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
」

と
し
て
、
競
技
の
計
測
な
ど
を
行
い
ま
す
。
昭

和
39（
１
９
６
４
）年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

セ
イ
コ
ー
社
が
担
当
し
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ

だ
け
で
１
，０
０
０
個
以
上
、
そ
の
ほ
か
に
も

種
目
別
の
計
測
装
置
や
観
客
用
大
時
計
等
、
多

数
の
時
計
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
大

会
以
前
は
手
動
計
時
で
し
た
が
、
こ
の
大
会
で

初
め
て
一
部
の
競
技
で
電
子
計
時
が
公
式
計
時

と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
着
順
・

競
技
時
間
に
関
し
て
の
ク
レ
ー
ム
が
発
生
し
な

か
っ
た
初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
事
前
に
開
催

さ
れ
た
展
示
会
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

懐
か
し
く
思
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
つ
ず
つ
切
り
離
し
て
時
計
の

バ
ン
ド
に
巻
い
て
使
う
、
ア
ル
ミ
製
の
カ
レ
ン

ダ
ー
で
す
。
ウ
ォ
ッ
チ
バ
ン
ド
カ
レ
ン
ダ
ー
と

呼
ば
れ
、
企
業
の
販
売
促
進
ア
イ
テ
ム
と
し
て

流
行
し
ま
し
た
。
現
在
は
ほ
と
ん
ど
見
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
逆
に
昭
和
レ
ト
ロ
の
雰
囲
気
や

珍
し
さ
か
ら
根
強
い
人
気
が
あ
り
、「
令
和
元

年
」
の
も
の
は
完
売
し
た
そ
う
で
す
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http://www.am12.jp/event/other/other_h28/uta_tokinokinennbi_1920.html


　

私
は
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
施
設
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
レ
ン
ガ
棟
は
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
荘

厳
な
建
物
で
、
東
京
都
の
歴
史
的
建
造
物
に
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
担
当
し
て
い
て
、
困
っ
た
な
あ
と
思
う
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
２
つ
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
軒
先
に
ス
ズ
メ
バ
チ
が
巣
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
！

　

上
野
公
園
の
そ
ば
で
緑
が
多
く
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が
生
息
す

る
環
境
が
整
っ
て
い
た
よ
う
で
、
軒
先
に
巣
が
で
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

利
用
者
の
方
を
襲
撃
し
た
ら
一
大
事
、
急
い

で
駆
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
６
階
建
て
相

当
の
高
所
の
た
め
、
駆
除
業
者
が
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
当
初
は
足
場
を
組
ん
で
の
駆
除
を
計

画
し
ま
し
た
が
、
足
場
業
者
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
と
て
も

困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
所
作
業
車
な
ら
手
配

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
。
離
れ
た
車
路
に
高
所
作
業

車
を
配
置
し
、
20
ｍ
位
ア
ー
ム
を
伸
ば
し
て
な
ん
と
か
巣
に

近
づ
き
駆
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
高
所
作
業
車
の
ア
ー
ム
先
端
の
か
ご
に
、
防
護
服

を
着
た
駆
除
業
者
が
乗
っ
て
作
業
し
て
い
る
様
子
を
、
ず
っ

と
地
上
か
ら
見
て
い
た
の
で
す
が
、「
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を

駆
除
す
る
だ
け
な
の
に
大
が
か
り
な
作
業
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
な
あ
」
と
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
つ
つ
、
駆
除
で
き
て
心

底
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

２
．
避
雷
針
の
配
線
が
外
れ
て
し
ま
っ
た
！

　

屋
根
の
て
っ
ぺ
ん
に
装
飾
を
施
し
た
避
雷
針
が
数
か
所
設

置
し
て
あ
り
、
落
雷
し
た
電
気
を
地
面
に
流
す
配
線
が
接
続

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
の
台
風
の
際
に
、
配
線
を
支
え
て

い
る
金
具
が
外
れ
て
し
ま
い
、
屋
根
の
上
で
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て

い
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
次
の
台
風

で
配
線
は
も
と
よ
り
、
配
線
に
つ
な
が
っ
て
い
る
避
雷
針
ま

で
一
緒
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
根
に
上
っ
て
外
れ
た
金
具
を
直
接
確
認
し
、
外
れ
な
い

よ
う
に
対
策
を
し
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
屋
根
は

高
所
で
急
こ
う
配
、
し
か
も
壊
れ
や
す
い
材
質
で
、
踏
む
と

割
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
外
れ
た
金
具
を
直

接
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
と
て
も
困
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
以
前
屋
根
を
施
工
し
た
工
事
業
者
と
何
度
も

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
頑
丈
で
あ
り
つ
つ
も
屋
根
を
な
る
べ

く
傷
め
な
い
取
り
付
け
金
具
の
改
善
案
を
提
案
し
て
も
ら

い
、ど
う
に
か
修
理
工
事
を
発
注
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

工
事
を
発
注
す
る
ま
で
の
準
備
と
調
整
に
半
年
以
上
か
か

り
、
工
事
終
了
ま
で
１
年
近
く
か
か
り
ま
し
た
。(

お
か
げ

様
で
去
年
の
台
風
19
号
で
は
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。)

　

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
他
に
も
困
っ
た
こ
と
は

多
々
あ
る
の
で
す
が
、
ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
管
理
課
は
、
み
な
さ
ま
の
見
え
な
い

と
こ
ろ
か
ら
国
際
子
ど
も
図
書
館
を
支
え
て
い
ま
す
。

(

管
理
課　

Ｇ
Ｊ
Ｔ
３
Ｋ)

「とても困った！」
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
係
で
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
企
画
調

整
と
い
う
か
、
会
議

の
運
営
や
方
針
の
検

討
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
、
あ
と
、
リ
サ
ー

チ
・
ナ
ビ（

１
）に

あ
る
「
調

べ
方
案
内
」
の
各
課

が
作
っ
た
コ
ン
テ
ン

ツ
の
確
認
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
研

修
の
運
営
も
や
っ
て

い
ま
す
。
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
全
国
の
図

書
館
か
ら
の
依
頼
の

振
り
分
け
は
関
西
館

文
献
提
供
課
で
、
専

門
的
な
も
の
は
各
専

門
室
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
係
で
は
そ
れ
以
外

の
図
書
や
雑
誌
な
ど
、

ま
た
、「
記
事
掲
載
箇

所
調
査
」
と
い
っ
て
、
個
人
向
け
の
複
写

の
た
め
に
、
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
わ
か
る

け
ど
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
ど
の
号
か
わ

か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
場
合
の
調
査
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
の
頭
脳
の
部
分

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
古
典
籍
係
か

ら
異
動
し
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
か
？

そ
う
で
す
ね
。
古
典
籍
係
に
は
11
年
も
い

た
の
で
、
戸
惑
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

取
り
ま
と
め
を
す
る
の
で
、
専
門
室
ご
と

に
意
見
が
違
っ
た
時
の
進
め
方
は
ち
ょ
っ

と
難
し
い
な
と
。
そ
れ
ぞ
れ
扱
う
分
野
も

違
う
の
で
、
ど
ん
ど
ん
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ

に
載
せ
て
い
け
る
よ
う
な
分
野
も
あ
れ

ば
、『
参
考
書
誌
研
究（

２
）』

で
じ
っ
く
り
発

表
し
た
方
が
い
い
よ
う
な
成
果
も
あ
っ

て
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
だ
な
と
。

そ
も
そ
も
古
典
籍
係
に
は
希
望
し
て
異
動

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

行
き
た
い
と
は
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

ま
さ
か
行
け
る
と
思
っ
て
い
な
く
て
。
中

国
史
を
や
っ
て
い
た
と
言
っ
て
も
、
そ
ん

な
に
知
識
も

な
か
っ
た
し
、

大
学
時
代
は

漢
籍
と
い
っ

て
も
、
お
も

に
二
次
資
料

を
見
て
い
た

の
で
、
最
初

は
本
当
に
身

の
縮
む
思
い
で
し
た
。
会
議
で
言
っ
て
い

る
単
語
が
わ
か
ら
な
い
（
苦
笑
）。

例
え
ば
？

「
刊
記（

３
）」

と
か
「
版
心（

４
）」

と
か
、
全
然
漢

字
に
変
換
で
き
な
か
っ
た
で
す
。
く
ず
し

字
も
全
然
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
係
の
勉

強
会
に
参
加
し
て
。
で
も
、
古
典
籍
係
で

は
他
で
経
験
で
き
な
い
こ
と
、
た
と
え
ば

貴
重
書
を
見
た
り
、
貴
重
書
の
書
庫
に
入

る
な
ど
、
そ
れ
こ
そ
貴
重
な
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
貴
重
書
指
定
の
仕
事
で
は
、

じ
っ
く
り
一
つ
の
資
料
を
調
べ
て
、
出
張

に
行
っ
て
他
機
関
の
資
料
を
調
べ
た
り
し

て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 豊田 さおり　利用者サービス部 サービス企画課 

レファレンス係長
平成15（2003）年4月　入館　書誌部　国内図書課　目録第二係
平成16（2004）年4月　同課　一括整理係
平成18（2006）年4月　関西館　資料部　収集整理課　整理係
平成20（2008）年10月　主題情報部　古典籍課　整理閲覧係
平成23（2011）年4月　同課　整理閲覧係長
平成24（2012）年4月　利用者サービス部　人文課　古典籍係長※
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４
月
号
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
「『
孔

子
聖
蹟
之
図
』
の
書
誌
的
調
査
」
で
す
ね
。

閲
覧
以
外
に
、
そ
う
い
っ
た
調
査
や
、
書

誌
作
成
や
修
正
も
す
る
ん
で
す
ね
。

地
道
な
仕
事
が
多
か
っ
た
で
す
。
特
に
、

私
が
異
動
し
た
と
き
は
、
冊
子
体
の
目
録

に
は
載
っ
て
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
Ｎ
Ｄ

Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
現
在
の
国
立
国
会
図
書

館
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
入
力
さ
れ
て
い
な
い

資
料
と
い
う
の
が
け
っ
こ
う
あ
り
ま
し

た
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
２
０
０
２
年
に
で

き
て
い
ま
す
か
ら
、
入
力
に
か
な
り
時
間

が
か
か
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

２
０
１
０
年
頃
の
大
規
模
デ
ジ
タ
ル
化
の

と
き
に
重
点
的
に
未
入
力
資
料
の
入
力
が

進
み
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
展
示
の
仕
事
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。「
続
・
あ
の
人
の
直
筆（

５
）

」
展
と
か
。

資
料
を
あ
る
視
点
か
ら
選
ん
で
、
解
題
を

書
く
の
は
す
ご
く
面
白
か
っ
た
で
す
。

あ
と
「
選
書
」
と
い
っ
て
、
購
入
す
る
資

料
を
選
定
す
る
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
古
書

店
の
目
録
を
見
て
直
接
本
屋
と
や
り
取
り

し
ま
す
。「
入
札
会
」
と
い
う
も
の
も
あ

り
ま
す
。
目
録
が
回
っ
て
き
て
、
担
当
の

部
分
を
見
て
選
ぶ
ん
で
す
。

け
っ
こ
う
高
い
で
す
よ
ね
。
何
十
万
と
か
。

「
こ
れ
安
い
な
」
と
思
っ
た
ら
ゼ
ロ
が
一

桁
違
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
（
笑
）。

個
人
だ
っ
た
ら
買
え
な
い
よ
う
な
レ
ベ
ル

の
話
な
の
で
、
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

古
典
籍
係
と
い
え
ば
、
資
料
を
す
ご
く
大

切
に
扱
っ
て
い
ま
す
ね
。
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り
め
く
っ
て
。
巻
物
を
巻
く
の
が
す
ご

く
難
し
そ
う
で
す
。
よ
く
ず
れ
な
い
な
、

と
。
あ
れ
は
配
属
さ
れ
た
ら
習
う
ん
で
す

か
？

資
料
の
扱
い
方
は
配
属
後
最
初
の
研
修
で

習
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
後
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で

す
。
巻
物
は
下
手
だ
と
タ
ケ
ノ
コ
み
た
い

に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
書
誌
を
入

力
す
る
と
き
に
も
、
何
十
軸
も
あ
る
巻
物

で
、
奥
書（

６
）が

最
後
に
あ
っ
た
り
す
る
の
で

最
後
ま
で
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
で
ひ

た
す
ら
く
る
く
る
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
も
う
一
回
見
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
も
う
一
回
く
る
く
る
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
そ
う
。
苦
労
し
て
や
っ
た
の
に
何
も

書
い
て
な
い
と
泣
き
そ
う
（
笑
）。
で
も

急
ぐ
と
手
が
荒
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。

「
手
が
荒
く
な
る
」
！

乱
暴
に
扱
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

で
。
傷
ん
で
い
る
資
料
も
多
い
の
で
、
め

く
る
時
も
何
か
あ
っ
た
ら
び
り
っ
と
い
っ

て
し
ま
う
の
で
す
ご
く
気
を
遣
い
ま
す

ね
。
あ
と
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
と
か
塗
っ
て

か
ら
だ
と
資
料
に
触
れ
な
い
の
で
、
け
っ

こ
う
冬
場
は
手
が
荒
れ
ま
す
ね
。

最
初
に
書
誌
部
に
い
ら
し
た
の
は
古
典
籍

の
書
誌
作
成
に
役
立
ち
ま
し
た
か
。

本
屋
さ
ん
に
並
ぶ
よ
う
な
一
般
の
本
の
書

誌
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
本
に
あ
る
情
報

を
正
確
に
デ
ー
タ
に
と
る
と
い
う
基
本
を

教
わ
り
ま
し
た
。
関
西
館
の
収
集
整
理
課

で
も
引
き
続
き
書
誌
の
仕
事
を
し
た
ん
で

す
け
ど
、資
料
が
わ
り
と
特
殊
で
、レ
ポ
ー

ト
類
と
か
洋
雑
誌
と
か
、
ち
ょ
っ
と
応
用

編
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

そ
の
あ
と
に
古
典
籍
係
に
異
動
し
て
、
基

本
、
デ
ー
タ
の
と
り
方
は
役
に
立
ち
ま
し

た
。
た
だ
、
今
の
本
と
は
違
う
事
情
が
あ

り
ま
す
。本
に
書
い
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
記
録
し
て
は
い
け
な
い

ん
で
す
。
写
本
だ
と
「
何
年
に
書
き
写
し

た
」
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
り
す
る
ん
で

す
け
ど
、
そ
れ
は
過
去
の
書
入
れ
を
そ
の

ま
ま
書
い
た
だ
け
と
い
う
可
能
性
も
あ
る

の
で
。

本
当
に
書
き
写
し
た
の
が
い
つ
か
は
、
書

い
て
い
な
い
ん
で
す
か
？

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
書
い
て
な

い
と
き
、
推
定
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
ん

で
す
け
ど
、
で
き
な
い
場
合
は
書
写
年
代

不
明
と
し
て
記
録
し
ま
す
。
誤
っ
た
情
報

に
な
る
よ
う
な
も
の
は
入
力
し
な
い
、
と

い
う
考
え
方
で
す
。
こ
う
い
う
書
入
れ
が

あ
り
ま
す
と
い
う
事
実
だ
け
を
注
記
に
入

力
す
る
と
か
。

今
の
本
だ
っ
た
ら
、
奥
付
を
見
れ
ば
い
い

で
す
け
ど
、
当
時
は
そ
う
い
う
ル
ー
ル
が

な
い
わ
け
で
す
ね
。

ま
だ
、
江
戸
時
代
の
刊
本
と
か
だ
っ
た
ら

ポ
イ
ン
ト
が
掴
め
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
る
ん

で
す
け
ど
、
写
本
と
か
江
戸
よ
り
古
い
時

代
の
も
の
だ
っ
た
り
す
る
と
ち
ょ
っ
と
難

習字練習用の無地の巻物で実演してもらいました。

（１）調べ物の窓口となるサイト。https://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/

（２）図書館員のレファレンス業務や研究者の調査研究に役立つ専門書誌、資料研究を掲載す

る刊行物。不定期刊。https://rnavi.ndl.go.jp/bibliography/

（３）出版年月、出版地、出版者名などを示した表記。

（４）紙を二つ折りしてとじたとき小口にくる部分。

（５）平成28（2016）年に東京本館と関西館で開催した企画展示。平成26年（2014）年の「あ

の人の直筆」は電子展示会も。https://www.ndl.go.jp/jikihitsu/

（６）巻末にある著者名や書写年月日、来歴などの書き入れ。

https://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/
https://rnavi.ndl.go.jp/bibliography/
https://www.ndl.go.jp/jikihitsu/
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し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
月
報
で
古
典
籍
を
紹
介
す
る
と
き

は
、「
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
」

通
り
で
は
な
く
て
、
毎
回
必
ず
古
典
籍
係

に
書
誌
事
項
を
確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

昔
々
の
カ
ー
ド
目
録
の
簡
単
な
書
誌
の
ま

ま
入
力
し
た
も
の
が
多
い
か
ら
、
今
見
る

と
ち
ょ
っ
と
訂
正
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

◆　

◆　

◆

学
生
時
代
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
を
利
用

し
て
い
た
の
で
す
か
？

大
学
ま
で
は
関
西
に
い
て
、
ま
だ
関
西
館

も
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
利
用
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
関
西
館
が
で
き

る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、志
望
し
ま
し
た
。

関
西
館
が
で
き
る
こ
と

が
大
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た

ん
で
す
ね
。

入
館
の
１
年
前
に
関
西

館
が
開
館
し
た
ん
で
す

よ
ね
。
先
輩
と
か
近
く

の
研
究
者
の
方
が
受
け

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
ー
ム
で
す
ね
。
も
と
も

と
図
書
館
志
望
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

図
書
館
に
就
職
を
考
え
て
司
書
の
科
目
を

と
っ
て
い
た
り
し
た
ん
で
す
け
ど
。
国
立

国
会
図
書
館
だ
と
、
た
だ
の
図
書
館
じ
ゃ

な
い
と
言
い
ま
す
か
、
日
本
に
一
つ
し
か

な
い
し
、
い
ろ
ん
な
仕
事
が
で
き
そ
う
だ

な
、
と
い
う
ぼ
ん
や
り
と
し
た
興
味
は
あ

り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ご
趣
味
は
。
け
っ
こ
う
な
読

書
家
だ
と
伺
い
ま
し
た
。

い
や
あ
、
最
近
は
あ
ん
ま
り
読
め
て
い
ま

せ
ん
（
苦
笑
）。
い
と
う
せ
い
こ
う
と
み

う
ら
じ
ゅ
ん
の
『
見
仏
記
』
が
好
き
で
、

お
寺
巡
り
を
よ
く
し
て
い
ま
す
。
帰
省
し

た
時
に
京
都
の
お
寺
に
行
っ
た
り
。
最
近

で
は
姪
と
東
寺
に
行
き
ま
し
た
。

◆　
◆　
◆

今
後
、
国
立
国
会
図
書
館
は
ど
う
あ
る
べ

き
、
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

ず
っ
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
保
存
と
利
用
の
両
立
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
大
規
模
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
っ

て
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
ド
ー
ン
と
増
え
ま

し
た
。
今
後
、
も
っ
と
情
報
が
追
加
さ
れ

れ
ば
、
さ
ら
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
化
を
ど
ん
ど
ん
進
め

る
と
か
、目
次
を
ど
ん
ど
ん
入
れ
る
と
か
。

古
典
籍
だ
と
そ
の
資
料
の
解
題
や
翻
刻
を

入
れ
る
と
か
。
画
像
と
一
緒
に
得
ら
れ
る

情
報
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
い
い
な

と
。

利
用
者
の
方
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か

は
、
い
ろ
い
ろ
な
ん
で
す
。
国
立
国
会
図

書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
で
検
索
し
て
来
て
み
た

ら
、
古
典
籍
だ
っ
た
け
ど
、
原
本
を
見
る

必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
け
っ
こ

う
あ
り
ま
す
。
古
典
籍
は
巻
物
な
ど
取
り

扱
い
が
難
し
い
も
の
も
多
い
の
で
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
方
が
よ
い
場
合
も
あ

る
。
く
ず
し
字
が
読
め
な
い
場
合
、
翻
刻

が
あ
れ
ば
そ
ち
ら
を
案
内
す
る
と
か
。

デ
ジ
タ
ル
画
像
に
情
報
が
も
っ
と
あ
れ

ば
、
来
館
し
な
く
て
済
む
こ
と
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
本
当
に
必
要
な
時
は
原
本
を

見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
は
、
特
に
古
典

籍
で
は
大
事
な
ん
で
す
け
ど
。

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
か
ら
そ
れ
で
よ
し
、
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
ね
。
い
ろ
ん
な

情
報
を
出
し
て
い
く
、
た
く
さ
ん
の
選
択

肢
の
中
か
ら
目
的
の
も
の
に
た
ど
り
着
き

や
す
く
す
る
、と
い
う
意
味
で
は
、レ
フ
ァ

レ
ン
ス
係
の
お
仕
事
と
も
関
係
し
そ
う
で

す
。

そ
う
で
す
ね
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー

タ
べ
―
ス（

７
）に

過
去
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例

を
載
せ
て
い
た
り
、
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
に

し
て
も
、
情
報
を
た
く
さ
ん
出
す
こ
と
で

二
度
手
間
み
た
い
な
こ
と
が
減
っ
て
、
保

存
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

古
典
籍
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
情
報
を
き
ち
ん
と

伝
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
今
ご
く
ご

く
普
通
に
見
ら
れ
る
資
料
で
も
、
１
０
０
年

後
に
は
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
な
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
保
存

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
。

（７）国立国会図書館が全国の図書館等と協同で構築する調べ物のための検索サービス。レファ

レンスの事例が豊富。https://crd.ndl.go.jp/reference/

記事掲載箇所調査の様子

https://crd.ndl.go.jp/reference/
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ま
ず
初
め
に
断
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ

る
。
私
は
、
生
き
物
の
生
々
し
い
姿
を
見
る

の
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
。
昆
虫
に
触
る

こ
と
な
ん
て
と
て
も
で
き
な
い
。
そ
ん
な
私

が
こ
の
本
に
出
会
っ
た
の
は
、
展
示
に
出
展

す
る
資
料
を
選
定
す
る
業
務
で
種
々
の
展
覧

会
図
録
を
探
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
ふ
と
目

に
入
っ
た
、「
理
科
室
か
ら
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
見
つ
め
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
。
理
科

室
は
好
き
だ
っ
た
。
色
々
な
実
験
を
し
て
楽

し
か
っ
た
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。「
ふ
る
さ

と
」
と
い
う
言
葉
に
も
心
惹
か
れ
た
。
だ
が

よ
く
見
て
み
る
と
、
標
本
に
つ
い
て
の
本
ら

し
い
。
気
に
な
る
…
…
け
ど
生
き
物
…
…
と

思
い
な
が
ら
も
、
ポ
ッ
プ
な
表
紙
に
も
助
け

ら
れ
、
こ
れ
は
仕
事
だ
と
割
り
切
っ
て
読
ん

で
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

本
書
は
、
岐
阜
県
博
物
館
で
平
成
30

（
２
０
１
８
）
年
に
行
わ
れ
た
特
別
展
の
図

録
で
あ
る
。
ま
ず
第
１
章
で
は
、
標
本
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
説
明
と
と
も
に
様
々
な
標

本
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
思
わ
ず

ぎ
ょ
っ
と
す
る
写
真
も
あ
っ
た
が
、
不
思
議

と
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
と
い

う
の
も
、
ど
ん
な
標
本
で
あ
れ
、
生
物
学
等

の
研
究
に
役
立
っ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
本
書
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
必
要
以
上
に
怖
が
る
こ
と
も
な

い
の
だ
な
と
思
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
標
本

に
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
採
集
さ
れ
た
も
の
な

の
か
の
情
報
が
不
可
欠
で
、
そ
れ
に
よ
り
特

定
の
時
期
、
特
定
の
場
所
の
自
然
の
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

「
ふ
る
さ
と
の
自
然
」
を
見
つ
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
身
の
回
り
に
は
い
ろ
い
ろ
な

生
き
物
た
ち
が
、
私
た
ち
と
同
じ
「
ふ
る
さ

と
」
を
共
有
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

　

第
２
章
で
は
、
標
本
の
作
り
方
が
説
明
さ

れ
て
い
る
。
生
き
た
動
物
を
保
存
す
る
た
め

に
必
要
な
細
か
い
作
業
の
連
続
は
、
自
分
に

は
到
底
で
き
な
い
な
、
と
素
直
に
学
芸
員
の

方
を
尊
敬
す
る
。
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
上

手
く
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
で

も
、採
集
に
関
わ
る
情
報
の
記
録
が
あ
れ
ば
、

標
本
の
価
値
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

い
つ
、ど
こ
で
と
い
う
情
報
が
大
事
な
の
は
、

標
本
も
図
書
館
の
本
も
同
じ
よ
う
だ
。

　

第
３
章
で
は
、
主
に
戦
前
の
理
科
室
に
置

か
れ
て
い
た
標
本
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い

る
。
戦
前
は
、
実
物
を
使
っ
た
教
育
が
奨
励

さ
れ
て
い
た
た
め
、
多
く
の
標
本
が
教
材
と

し
て
使
わ
れ
た
。
現
代
で
は
理
科
室
か
ら
ふ

る
さ
と
の
自
然
を
見
つ
め
る
機
会
は
減
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
続
く
第
４
章
で
は
、
博
物
館

で
所
蔵
し
て
い
る
標
本
を
活
用
す
る
様
々
な

方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
理
科
室
の
楽
し

い
思
い
出
を
再
び
経
験
し
に
行
く
と
い
う
気

持
ち
で
、
地
元
の
博
物
館
に
行
っ
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
ふ
る
さ
と
に

は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
生
き
物
た
ち
が
暮
ら

し
て
い
る
／
い
た
の
だ
ろ
う
…
…
。
世
界
を

見
る
目
が
、
少
し
だ
け
変
わ
っ
た
よ
う
な
気

が
し
た
。

（
繁
元 

康
太
）

理科室からふるさとの自然を
見つめて
知れば知るほど面白い標本の世界
平成30年度岐阜県博物館特別展図録
岐阜県博物館　2018.7　60p　30cm
<請求記号 RA66-M1>
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新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
　
８
３
１
号

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
高
等
教
育
進
学
制
度
の
課
題
と
改
革

高
規
格
堤
防
整
備
の
現
状
と
課
題

Ａ
Ｉ
等
の
技
術
の
雇
用
へ
の
影
響
を
め
ぐ
る
議
論

日�

本
の
諸
外
国
に
対
す
る
海
上
法
執
行
能
力
構
築
支
援
―
巡
視
船
艇

及
び
自
衛
隊
の
装
備
品
等
の
供
与
を
中
心
に
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

参
考
書
誌
研
究
　
第
80
号

特
集
：「
大
沼
枕
山
・
鶴
林
関
係
資
料
」

「
大
沼
枕
山
・
鶴
林
関
係
資
料
」
解
説

準�

貴
重
書
「
大
沼
枕
山
・
鶴
林
関
係
資
料
」
の
保
存
修
復
処
置
に
つ

い
て
～
形
態
の
変
更
を
中
心
に
～

「
大
沼
枕
山
・
鶴
林
関
係
資
料
」
目
録

国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
２
年
度
予
算

　

国
の
令
和
２
年
度
予
算
が
令
和
２
年
３
月
27
日
に
成
立
し

ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
２
年
度
歳
出
予
算
額
は
、

２
０
２
億
１
６
３
４
万
５
０
０
０
円
で
す
。
そ
の
概
要
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

A4　83頁　月刊　1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

当館ホームページからご覧ください。
https://rnavi.ndl.go.jp/bibliography/

令和 2年度歳出予算額 （単位：千円）
（項）国立国会図書館 19,014,252
　人件費 9,947,341
　国立国会図書館共通経費 179,209
　国会サービス経費 253,724
　資料費 2,382,485
　　うち納入出版物代償金 397,476
　情報システム経費 3,268,384
　東京本館業務経費 1,761,386
　国際子ども図書館業務経費 263,943
　関西館業務経費 957,780
（項）国立国会図書館施設費 1,202,093
　東京本館庁舎整備費 1,079,436
　関西館庁舎整備費 99,363
　国際子ども図書館庁舎整備費 23,294
計 20,216,345
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国際子ども図書館夜のレンガ棟
photo by Kenzi

予算の費目別構成比（令和2年度）

情報システム経費
16.2%

資料費11.8%

人件費49.2%

施設費
5.9%

その他の事務費等
16.9%
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